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日本に基礎科学は 定着したか 

/J 、 田 稔 ( 理化学研究所 ) 

い 自然科学発展の 歴史 

自然科学かどういっ ふう に歴史的な 寅 還を経でいるかということを 図にしてみ 

る。 横軸 は 1 5 世紀から 2 U 世紀までの時間のスゲールが 書いであ る。 縦軸 は、 

ぞの時せのあ る国の物理学の 論文が全 ョ 一円 ッパ あ るいはアメリカも 含めでその 

中で占める 比幸 であ る   この山が高いところば 相対的に活発だと 偲 、 ってもよいと 

恩、 ぅ 。 ( この 図 1 は 、 自然 選薯 : 林 雄一郎・出世圭 - 編 " 科学 の ライフ ザィクル " 

中の場残光 朝 らによる ノ を編輯 し 直したもの ) 

この 図 ] から 色、 なことに 気 Ⅱ       そ の っば 、 学問的な 括 力の中心が時とと 
も たユ ，から ロ二   Ⅰだんだん 千多   ⅠⅠ 、 、 るということてあ る。 もう @ つは、 ド イ   ソだけ 

は別としで、 申心 であ る時期ばだいたいら 0 甲で 沃 、 ど移 ，てい く 。 - 番長かり 

かト十ヅめ 1 せ紀、 これがガクン と 落ちているの ば 、 ナチスが 台 顕した時期に 科 
早者 た，か ，メリガ，、 逃 けたしだことによるのであ る。 ，う い う， りにして、 ， 

タリー かり 英 出に移り、 英 Ⅰ国がらフランスに 移り、 フ フン ス からドイツに 移り、 
    で アメリ方にば ， だ。 日本 ん ;  一 Ⅱ ノ ことになるが 興味あ ることたと川、 
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図 1  欧米各国の科学活動の 変遷 
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2) その 占 ぶ こ う いった ふフ に、 西欧， " め 学術あ るいは自然科学が、 生還を経 た トゴ " ズ Ⅰ 一 @ 

ことはどういうことだったのか。 だいたい図 2 に示すようなことだったがと 思ノ 。 

. ム ム ""  リ ⅠⅠ   アリストテレス、 ク ) ギリシャに始まり 中世ヨーロッパではいわゆる 暗黒時代 

に ( 本当は増黒ではなかったと 思 うが ) カトリック神字が 徹底的に議論されてい 

る。 そこから、 スコラ哲学が 生まれる。 スコラ 哲 字の功罪は色々あ ろうがと思 う 。 

考えようによっては、 非常に浮世離れした 議論をしているのであ る。 例えばこ f,L 

ばよくひかれる 例で、 針の上に天使が 何人立てるがというような 荒唐無稽の議論 

を 徹底的にやるということであ る。 一見、 不毛の議論のようだが、 徹底的にもの 

を 考えて血みどろの 争いをするというようなことが、 中世のスコラ 哲学の填にお 

- きている。 我々年輩の者が 昔高等学校の 頃 に読んだガリレオの : 新科学対話」と 

L, 3 本に キ ういっこと Z, むぢ よく出ていたかと 尼、 ぅ 。 そォ L が ルネ   テンス、 を経て西欧の 科学に ズム い，，た あ ，づ つ 

ところが -                 ゥ やって中世の 口 然 科学としてば 暗黒だった時代に 数字、 

天文字、 医 字 、 航海術、 錬金術、 あ るいは化学ば、 イスラムの世界で 温存されて 

きだ。 しがし、 そこで止まって しまった。 結局、 その間に西欧の 方 は 西欧 枯 ￥ を 

育てる素地をつくっていだ。 イスラム ひ 実学、 つまり哲学のない 科学 が イスラム 

で   栄えて悶もなく 戚ご   でいった、 ということだ   ノた がと 捲、 ぅ 。 

㍉む本の科学の 歴史 

日 3 にビ本の近代の 歴文を 簡 中に示しておく。 言 う まてもな く、 ぉ本 め文は的 
背景は明治維新を 境にしておおきく 変化している。 明治維新以前の 仕 い 時人に は 

p, 反の文化は栄えていたか、 自然科学に ついては、 例えば 関孝 何の数字とが、 平 

賀源内とか、 それから伊能忠敬、 それなりに立派な 仕事ばあ っだにしでも、 ィス 

ラムと同じく 哲学的背景のな い 実字であ ったかと思 う 。 

明治維新になって 、 全く西欧的な 価値判断、 価値観というものが 入ってきだ。 

この人変な力 ル ヂャー シコ   ソク を乗り越え、 それに対応するために 我セの 先輩の 

大先生方がしたことは、 まず 1 つには帝国大学を 乍ったことだった。 も う 1 づば、 

私が いま 働いでいる理研を 過大に評価することになるかも 知れないが、 理研をつ 

くったことであ ったかと思 う 。 1917 年に渋沢栄一と 高峰譲吉とが @ 我が国の産業 

を興ずためには 近道はなし。 純正理化学を 振興する以外に 近道ばない。 」と。 ぅ 

， 思えば大変な 見報を示しで 理研をスタートさせている。 これは日本の 科学 史の 

          ご 特筆される 串件 であ ったかと思 う 。 

戟丑 まごの期間ば 太字 ど 理研とば、 非常に密接な 関係にあ っで、 物理だけに 恨 ブし 圭を i 面 j メしム wl)- 本多光太 弗 、 仁科男 雛 、 寺田寅彦、 西川正治、 菊地正土、 朝 
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図 2  世界文化の歴史的な 流れ 
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水拡 即 、 他にも 欺 んきれないばし ツ、 先 Ⅰ．かわられ ， 、 。 ご 。 ，時期 は 、 欧米に 坦 、   

つりとい フ 模倣の時代であ った ど 占われることもめるか、   力こ，ノ期曲はぢ   ㌧仝 

リに楯報 過多でばなかった。 従っで口分の 頭で考えるとい フ 先生 方 かたくさんわ 

られ だよ J であ る。 そして皮肉なことに、 ロ本があ る程度西欧ばしてから 斡っだ 

私達の午頃 より は もつと ぬ 接に西欧文明、 哲学にぶつかっでいかれたよ う に見え 

る。 先生方 は 決しで ・よね」 をしてばおられなか。 ，たということが 非常に特徴的 

であ る。 

の 現代のⅡ本の 科学 

日本の科学 は ついて、 ものまねが多いとか 日本の産業の 発展 は 欧米の科￥にた 

だ乗りしているという 戸がまだ聞かれる。 ただ気をづけで 見でいると、 そういう 

話 はアメ リカ で は 政治家、 行政官、 実業家 ょ J, らよく聞かれるよ う であ る。 ぞ             

日本で は 日本人が " えら か " は ヂ にない、 日本の社会や 教育制度ば 悪 i; にき ま   

ているど い う、 自虐的な考えがよく 聞かれる。 

とごろが、 最近になっで 逆に日本の基礎科字の 成長が 庄 目されるよ う になって 

きたよ ノ であ る。 2 、 3 午前にニユーゴ「 ク ・ タイムス み ウソルクー ， ザリ ハ，   

どい Ⅰ高名な科学， 拾 家が、 日本にきで各方面の 字者を 「ンタビューした 結果を 

ム目 めている。 よほど強い印象をもったよ うて、 ぞの 吾 Ⅱ宇にば " ものまね                     

れた こ 本ん ; 研 字の先駆者としで 現れできた " という九題 か，ノ げられている。 

ぐしで、 日米 ガ 研究の現場同士 て ば口熱 て 素直な協力関係が ぅよ 円仁Ⅰ ; -@ いる % 台 

が苦い よ / " 甘 しび " ト リノび " 。 御箱 駿の方も多いと 津、 ノか 、 欧米の研究室に 日本の研究者 こ， 

影盤 が深く及んで し 、 る 場面 に 出くわずことかま く ね、 自身もこ クコ ところ た /. っ づけに 何故、 日本でほ基礎科学がお 、 にヂ ㌻んている， ) か 」 こ Ⅰ @ つ、 ら 

，くすぐづたい 質問を受けている。 

何故そんな食い 違いが出て来るのだろうか。 - つにば日本の 科学の進展かあ ょ 

") に 急 ビッ ヂ なので、 当の科学者たち 以外にば、 それが実感できないのではない 

がど見 、 3 % て                       また一つぼは、 ややもすれば 平均値に偏り、 個 なの事例を見 

落としがちな 統計や様々な 白書に問題があ るのかもしれない。 

戦 子にもまして、 戦後の混乱が 我々の物心両面に 及ばした影響 は 大きなものた 

  ) たと思 う 。 自分の足で立つことにはなったものの 生きで い くための必要がら、 

一般的に占えば じっくり考えている 余裕ばながった。 ぞの結果として、 産業 はヒ 

本人の授れた 特性が活かされて、 すばやい、 そしで 累購 らしい進展を 見ぜた一方、 

科卒 は ついてばもちろん 優れた成果はいくつもあ ったが、 全体としては 進歩 はか 

な り ゆ， ぐりしだものだったのでばないか。 たとえば 悪 いが、 尚典戦法で沢山の 
成 栗ね 挙げたか、 正攻法で堂々 と戦 りできたわけではなしということだろうか。 
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ハーバードの 束 ぱ字 ん 教授で - 時期日本駐在の 大国大使だったライシャワ ー さ 

ん               ザ ・ジャパニーズ」 といり 苦 皆があ る。 その中に 、 私が際だった 印象を 

受けたセンデンスがあ る。 それは、 日本人の社会はモースト・モダ 々 イズ。 、 し 

- がしリースト・ウェスタナゴ ヌ、 ドな 社会で、 クリスチャニティに 裏 付けられた 酉 

欧文化け取り 入れ らか していないというのであ る。 読み違 い かも知れないが、 それ 

が日本の技術と 産業 は 速やかに進んだが、 科学はゆっくりしていたことを 説明し 

ているよ う に息、 われる。 

㍉学術 研 発行政 

それでは、 我 。 ば 、 これがらど う すればよいのか。 私は研究をあ えて分類する 

ム仏 つぎめ四つになろうかと 思っでいる。 それは、 産業科学、 もう 1 つば地 

用 @T 字 、 それから、 基礎、 それから基礎の 基礎というが、 何の効果も期待しな『 

胡完 いわば基礎 り 自乗であ る。 - 般に、 混乱し誤解されていることは、 基礎研究 

と 。 ぅ 言葉が応用のための 基礎と理解されていることであ る。 全く効果を期待し 

な い 基礎研究が かえっで広く 深く社会に 、 そ れも意外に早くはねがえつて 来ると 

いうこと - があ まり理解されていないよっであ る。 どちらが良い 悪いでばなく、 ま 

た どちらが " えら け，   ということでもなく、 そこをしっかり 区別し理解しで お ノ， @ へ 

こ どが、 実 は研 発行政の原点であ ろうかという 気がしている。 

㈲と入 糾 ，￥ こば 

アメリカ " こ " も ゴ 一円 ッ，， ; 。 も日本でも自然 村 字を進める上で、 ビッバ ，ザィヱ 

シ スと スモール・ ザイエンヌ、 、 アロジェクト、 あ るいは目的指向の 研究と 臼然発 

ぢ - 型の研究の』シン ，，、 あ る。 は調和をとることに 悩んでいろ。 私自身、 物理の 

分雙に倣 って い ソ，よ ・りは、 科 ， -@: の健全な発途 は取 れん・統一 と 発散・分散とが 交 

  牡 じぐりかんさん るよう に怒している。 

    ソの 九灯、 ア一 7 ヵ     撰底 しで深められることによっで、 そこを突き抜けて 新 

し 。 展開が開けるこどもあ ろ ノ 。 。 れを内向型あ るいは求心型と 呼ぶとすれば、 

外 Ⅱ 型 あ る ぃは速 小型ということもあ るのでばないだろうか。 ビッバ・ ザィエン 

， あ るぃぱ，は ジェクト研究 か科 ￥に全ぐ新しい 養分、 動機を与え展開のきっ ズノ、 

げ をもたらした 例はい くらでも数えることができよう。 

私の尊敬 尹る 友人、 アリ，ストン 高等研究所のフリー ， ン ・ダイソンは、 アイ 

ンシュタインの 偉大さに異論はないとしながらも、 物理学を求心的に 統一した ア 

    シ シュタイン   と 遠心的に分散させでいった ラザフ                       どちらが物理に 大き 

ゑ彫 櫻をゥ ・えたか、 とい ; 設問をして、 ・ る 。 

糾 宇の進歩のために は 、 両力ともが必要なのではないのだ るっ - か 。 
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図 4  基礎の基礎が 応用、 産業にかわってくるあ りさまの例の 一部だけ示してお   
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げ阿故 、 日本にノーベル 實が少ないのか 

日本の科学者の --. 人 として弁解じみて い で気がひげるのたが、 何故も つ 九万に 

力 をつげている 日本からノーベル 賞が少ないのだろうかということをちょっと ぢ 

えてみよ つ Ⅰ それは、 ひとつには日本の 意識が " 賞 むき " に 出来ていた い ことな 

のかと思われる。 自分のしたことを 取られそうになっても、 それは自分のだと 強 

く主張しないで " 知る人ぞ知る " と達観する科学者を 随分みかける。 

も う 何年になろ うか 、 アメリカのあ る女性の科学者から 手紙が来だ。 アメリ； 

で一時期私が 教えたことのあ る人で、 控え目でしとやかで 昔の日本婦人はこうだ 

っ たかと思われるような 人だった。 手紙には、 貴方があ るところに善いた 論文に 

自分の仕事が 引用されていない、 自分は貸方にみとめられていると 思っていたの 

で 悲しかったとあ った。 ひっくりして 不注意を詫び、 次の機会に は ちゃんと引用 

した。 少しも 忠，い 感じではながったが、 あ のおとなしい 人でもきちんと 上弦 尹 る 

ところに 上弘 ㌻るのだと目を 開がれる思いだった。 

我 。 ば 花鳥風月を愛し、 漱石の草枕ではないが " 智に働けば角がた づ 。 備に 枠 

さを ぱ 流される。 意地を通せば 窮屈だ。 とかく人の世 は 住みにくい。 " というわ 

仁 ) で、 くやしかと思うには 思っても我々の 感じ方は欧米 ソ 、 とば違 う ところがあ る 

よ う に見えるのであ る。 そ のことは決して 弱味ではなくて ，   いずれは日本の 大き 

な 強みになるのかも 知れない。 今は外見に惑わされずに 力をつげることだろう。 

日本の科学ば 、 先にも述べたよ う に統計や白書で 見るよりはばるかに 急速に進 

茎 ・してきているのであ る。 

( 東レリサーチセンター   「 he Tl 、 KC @ews No. 抽 より転載 ) 
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